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九
州
西
部
の
大
俗
得
な
る
有
明
海
は
、
古
葉
筑
紫
潟
の
名
を
以
て
知
ら
れ
て
み
る
。
筑
後
川
は
北
九
州
六
ケ
國
に
亙

る
約
三
千
方
粁
の
流
域
の
水
を
集
め
て
灘
頭
部
に
朝
し
來
り
、
此
盧
に
贋
大
な
る
紫
蘇
李
原
を
生
成
し
て
み
る
。
我
々

の
蓮
べ
ん
と
す
る
筑
後
川
下
流
李
野
と
は
師
ち
此
の
地
域
で
あ
っ
て
、
西
は
嘉
瀬
川
東
は
矢
部
川
に
至
る
佐
賀
柳
河
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

沃
野
を
云
ふ
。
我
々
は
此
の
李
野
の
開
登
を
論
ず
る
に
當
り
、
先
づ
其
の
自
然
環
境
を
叙
し
て
往
民
活
動
の
舞
毫
を
明
　
ω

か
に
す
る
。

　
有
朋
海
は
島
原
及
宇
土
雫
島
に
薦
ま
れ
た
る
細
長
き
溝
入
に
し
て
、
其
の
潮
汐
干
満
の
差
は
、
田
本
群
島
中
野
一
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

で
あ
り
、
筑
後
川
ロ
に
於
て
は
五
米
に
達
す
る
。
故
に
一
度
河
川
に
よ
り
て
海
中
に
搬
出
さ
れ
π
る
土
砂
も
、
再
び
潮

流
に
よ
り
て
海
岸
に
運
ば
れ
、
河
川
の
沖
積
作
用
は
大
い
に
助
長
促
…
進
さ
る
＼
事
と
な
う
、
爾
地
盤
の
隆
起
も
論
り
て

有
明
海
は
急
激
に
埋
没
せ
ら
れ
て
淺
海
と
な
っ
た
。
斯
く
て
油
物
に
は
満
潮
に
隠
れ
干
潮
に
顯
は
る
、
干
潟
を
生
じ
た
。

焦
れ
筑
紫
潟
の
名
を
得
π
所
以
で
あ
っ
て
、
其
の
成
長
陸
化
せ
ら
れ
た
も
の
が
現
時
の
李
野
を
成
す
に
至
っ
た
の
で
あ

乃
。
煮
方
…
葬
を
纏
り
て
隠
揺
す
る
最
大
編
員
九
粁
に
書
す
る
干
潟
は
、
正
に
孚
響
の
原
始
景
槻
を
示
す
も
の
と
言
ふ
事
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筑
後
片
下
流
李
野
の
沖
渡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
第
…
號
　
　
　
三
入

が
で
き
る
。
此
の
干
潟
に
於
て
は
、
河
川
の
末
流
を
中
心
と
し
て
、
数
多
の
濡
形
成
せ
ら
れ
て
縦
横
に
貫
流
し
て
み
る
。

　
　
　
　
　
エ
　
ゴ

濡
は
或
ひ
は
江
湖
と
稗
せ
ら
れ
、
其
の
下
底
ば
干
満
の
水
流
に
よ
り
深
く
掘
難
せ
ら
れ
て
難
避
状
を
成
し
、
其
の
爾
岸

　
カ
キ

は
蠣
の
好
ん
で
繁
殖
す
る
所
で
あ
る
。
難
処
の
水
系
は
此
の
潟
地
の
濡
に
基
く
も
の
で
、
潮
汐
の
干
満
に
よ
る
淡
水
の

ジ
・

衛

潟干るあSつれさ拓干　圖二第

す
る
多
量
の
微
細
な
る
土
砂
に
よ
る
入
江
の
沖
積
は
急
激
に
進
展
し
た
の
で
あ
る
。

厳
親
…
を
有
す
る
紳
埼
町
西
部
の
横
武
を
…
以
て
策
一
次
海
岸
線
と
す
れ
ば
、

逆
流
は
、
筑
後
川
本
支
流
を
始
め
諸
川
に
於
て
、
略
高
度
四
米
附
近
に
ま
で
達

す
る
。
此
の
部
分
は
干
潟
に
於
け
る
濡
の
延
長
な
れ
ば
亦
同
模
に
江
湖
若
く
は

江
と
聡
せ
ら
れ
、
水
深
大
に
し
て
、
古
虚
舟
揖
の
便
に
富
ん
で
み
る
。
李
野
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
リ

特
種
な
る
風
景
を
な
す
溝
渠
は
俗
に
堀
と
撫
せ
ら
れ
る
が
、
其
の
登
生
の
甚
礎

も
亦
江
湖
に
求
む
る
事
を
得
べ
し
と
は
、
此
の
地
方
の
産
な
る
農
學
部
古
賀
激

授
の
激
示
せ
ら
る
＼
塵
で
あ
る
。
溝
渠
の
下
底
及
懇
懇
に
蠣
層
の
現
は
る
、
も

の
多
き
は
、
嘗
て
潟
地
に
於
け
る
熟
思
に
黙
れ
る
事
を
謹
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。

溝
渠
の
分
布
が
五
米
乃
至
七
・
五
米
等
高
線
を
以
て
限
ら
る
、
は
、
此
の
線
が
最

近
に
於
け
る
有
明
海
岸
な
り
し
事
を
暗
示
す
る
も
の
と
思
は
れ
る
。
筑
後
川
が

久
留
米
地
峡
よ
り
し
て
此
の
有
明
の
入
江
に
注
入
す
る
に
至
り
て
、
其
の
運
搬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
米
等
高
線
に
駆
り
て
溝
渠
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
姉
貝
塚
線
は
約
三
粁
隔
り
、
和
名
類
緊
抄
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所
載
の
亘
勢
蒲
田
郷
の
地
は
是
よ
り
更
に
三
粁
に
し
て
、
鎌
倉
末
に
於
け
る
海
岸
な
る
南
里
米
納
津
は
更
に
二
粁
徐
、

戦
國
末
の
其
れ
な
る
犬
井
撹
は
更
に
三
皇
鯨
、
而
し
て
現
代
に
至
る
迄
叉
三
粁
徐
の
前
進
を
な
し
て
み
る
。
北
部
程
筑

後
川
本
流
よ
り
遠
け
れ
ば
、
其
の
沖
積
は
時
間
を
要
せ
し
な
る
べ
く
、
鎌
倉
時
代
以
後
に
於
て
は
後
塾
す
る
如
く
埋
立

に
よ
り
て
人
工
的
に
促
…
進
ぜ
ら
れ
て
る
る
が
、
・
今
假
に
、
之
等
の
事
情
を
措
き
て
、
和
名
類
楽
抄
所
載
郷
以
南
…
の
沖
・
積

速
度
を
概
鋒
す
れ
ば
、
約
百
年
に
…
粁
の
割
合
に
達
し
て
み
る
。
以
て
筑
後
川
沖
積
作
用
の
極
め
て
腔
盛
に
し
て
李
野

の
生
勝
事
だ
新
し
き
事
を
知
る
に
足
る
で
あ
ら
う
。
筑
後
川
は
柔
軟
な
る
李
野
上
に
、
慮
山
に
其
の
河
道
を
選
ん
だ
も

の
で
、
地
形
運
上
に
明
瞭
な
る
蕎
河
跡
の
多
く
は
戦
國
時
代
以
後
の
も
の
で
、
下
流
右
岸
の
津
島
、
滋
海
島
等
は
、
河

口
の
大
中
島
、
大
野
島
の
如
く
、
慶
長
の
頃
迄
は
河
中
の
三
角
洲
で
あ
っ
た
。

　
雫
野
の
土
壌
は
、
北
な
る
背
振
山
塊
の
花
商
岩
、
東
な
る
高
良
山
塊
の
古
生
層
、
更
に
筑
後
川
上
流
山
地
の
安
由
旛

等
を
舞
砦
と
し
て
生
成
せ
ら
れ
て
み
る
。
　
洪
積
暦
は
李
野
の
北
部
及
東
部
に
於
て
は
七
・
五
米
乃
至
五
米
等
高
線
附
近

に
迄
及
び
、
山
麓
よ
り
境
野
へ
の
漸
々
地
帯
を
な
し
て
居
る
。
延
線
以
下
は
最
も
低
李
な
る
沖
積
唐
の
埴
土
幣
で
あ
る
Q

此
庭
は
筑
後
川
を
始
み
と
し
て
、
そ
の
他
諸
川
の
運
搬
物
質
が
、
有
明
海
に
齎
ら
さ
れ
、
其
の
潮
流
に
よ
り
て
混
舎
さ

れ
濾
過
さ
れ
て
堆
積
せ
る
麗
で
、
本
邦
に
於
け
る
海
成
沖
積
履
が
砂
土
多
く
し
て
地
味
痔
癒
な
る
中
に
あ
り
て
、
比
類

　
　
　
　
　
　
　
　
笥

無
き
沃
野
を
な
し
て
み
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
声

　
次
に
斯
く
の
如
き
沖
積
春
野
の
生
成
に
詰
り
、
更
に
是
と
共
に
佳
民
の
生
活
を
規
定
し
來
り
し
氣
候
に
就
い
て
蓮
べ
・

　
　
　
　
鎧
後
珊
下
流
亭
野
の
漁
獲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巷
　
第
」
號
　
　
　
三
九

（　：一3　（3　）



　
　
　
　
筑
後
川
下
流
亭
野
の
開
智
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
第
一
號
　
　
　
四
〇

る
。
九
州
は
内
地
中
蓋
南
方
に
位
置
し
、
殊
に
此
の
李
野
は
北
方
に
背
振
山
塊
、
高
良
山
脈
等
あ
り
て
、
日
本
海
斜
面
と

隔
て
ら
れ
、
爲
に
四
季
温
暖
で
あ
る
。
亜
熟
帯
植
物
な
る
樟
が
古
來
繁
茂
せ
る
事
は
、
肥
前
風
土
記
が
、
佐
賀
の
古
名

佐
嘉
を
樟
榮
國
と
解
写
せ
る
事
を
以
て
も
想
像
さ
れ
る
。
降
雨
は
六
、
七
月
に
最
も
多
い
。
之
は
所
謂
梅
雨
に
よ
る
も

の
で
、
楊
子
江
流
域
に
登
生
せ
る
低
氣
歴
が
、
筑
後
川
流
域
に
浴
ひ
て
東
進

す
る
場
合
に
最
も
激
烈
で
あ
る
。
普
通
は
朝
鮮
海
峡
を
通
過
ん
で
日
本
海
南

部
に
出
つ
る
を
以
て
、
此
の
卒
野
に
於
て
は
、
さ
ま
で
甚
し
く
な
い
が
、
筑

後
川
上
流
山
岳
地
方
は
相
憂
ら
す
多
量
に
し
て
、
日
量
二
百
粍
に
達
す
る
事

が
少
く
な
い
。
懸
れ
筑
後
川
の
流
出
力
を
増
大
し
て
洪
水
を
惹
起
す
る
主
要

原
因
で
あ
る
。
又
南
洋
に
登
生
せ
る
威
風
が
九
月
初
旬
北
上
し
て
九
州
近
海

を
通
過
す
る
に
際
し
て
暴
風
雨
を
見
る
事
が
あ
る
。
特
に
そ
の
中
心
進
路
を

此
の
地
域
に
取
る
が
如
き
場
合
に
嘗
て
は
猛
烈
な
る
暴
風
と
豪
雨
と
を
齎
し

突
螢
的
大
洪
水
を
起
す
。
昭
和
五
年
七
月
此
の
地
を
襲
ひ
し
も
の
は
此
の
例

で
あ
る
。
天
正
六
年
よ
り
大
正
七
年
目
至
る
三
百
四
十
六
年
間
に
現
は
れ
た

る
筑
後
川
の
洪
水
総
数
は
百
十
入
回
に
し
て
、
三
年
に
一
回
の
割
合
を
示
し
、

渠濡…と落聚　 圖三第

　　　　（40）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稽
顯
著
に
し
て
被
害
の
記
事
あ
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

五
十
四
回
に
し
て
六
年
に
一
回
と
な
り
、
特
に
激
烈
に
し
て
多
大
の
損
害
あ
り
し
も
の
は
十
入
年
に
一
回
現
れ
て
み
る
。



筑
後
川
の
沖
積
作
用
の
極
め
て
旺
盛
な
る
は
、
主
と
し
て
此
の
頻
繁
な
る
洪
水
に
基
く
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
斯
く
の

如
く
、
六
、
七
月
は
常
に
水
害
に
苦
め
ら
る
、
程
の
降
爾
が
あ
る
が
、
入
月
は
一
般
に
寡
雨
に
し
て
、
極
端
な
る
旱
魑

を
見
る
事
少
く
な
い
。
既
往
三
十
五
年
間
に
於
け
る
佐
賀
測
候
所
の
槻
測
に
よ
れ
ば
、
六
、
七
月
の
降
爾
量
が
各
よ
四

百
粍
を
超
へ
た
年
は
十
二
回
、
十
回
に
及
ぶ
が
、
入
月
の
降
雨
量
が
五
十
粍
に
達
せ
ざ
る
年
が
九
回
現
れ
て
み
る
9
而

し
て
八
月
は
稻
の
半
生
長
期
に
懸
れ
ば
灌
概
水
の
必
要
が
極
め
て
大
で
あ
る
。
此
威
に
於
て
か
、
長
野
に
自
然
に
饗
生

せ
し
川
及
江
湖
は
夙
に
灌
概
に
利
用
せ
ら
る
、
事
と
な
り
、
爾
來
畢
野
の
開
拓
は
必
然
的
に
溝
渠
の
掘
難
を
俘
ひ
て
満

つ
π
。
而
し
て
、
年
野
の
沖
積
層
が
有
機
質
に
富
む
粘
土
層
厚
き
爲
、
地
下
水
不
良
に
し
て
、
弁
戸
に
よ
る
良
質
の
飲

料
水
を
得
る
事
不
可
能
で
あ
っ
た
故
、
漿
落
も
亦
溝
渠
を
必
要
と
し
た
。
斯
く
て
堀
多
き
水
田
に
配
す
る
に
堀
を
緯
ら
　
り

せ
る
聚
落
を
以
て
し
て
・
今
託
る
如
き
特
種
の
風
景
を
書
す
る
に
至
っ
た
・
我
々
は
之
れ
よ
り
・
書
し
て
此
の
σ

特
異
な
る
丈
化
書
誌
の
分
析
を
試
み
て
、
以
て
堂
幅
野
開
機
の
跡
を
裏
づ
け
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
渤
汐
衷
上
巻
　
水
路
部

　
（
9
回
）
　
土
燈
帖
學
講
義
　
　
一
点
ハ
八
頁
　

大
工
原
銀
太
郎
…
偲
士

　
（
3
）
　
筑
後
川
の
洪
水
と
操
報
　
編
岡
縣
測
候
所
電

二

未
だ
李
野
の
大
部
が
海
底
な
り
し
頃
、
汀
に
鰹
遠
か
ら
ざ
り
し
浜
籏
暦
丘
陵
地
に
は
、
山
の
幸
海
の
幸
に
警
ま
れ
て

　
　
　
筑
後
…
川
下
流
畢
野
の
開
獲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
箏
一
嵩
　
　
　
圏
一



　
　
　
　
筑
後
川
下
流
挙
野
の
開
養
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
第
一
號
　
　
　
巨
鐘

人
類
の
定
往
が
始
め
ら
れ
た
で
あ
ら
う
。
彼
等
は
所
謂
彌
生
式
土
器
を
使
用
す
る
に
至
れ
る
も
の
で
、
大
陸
交
通
の
要

地
な
る
北
九
州
海
岸
へ
は
北
部
山
地
の
諦
構
造
谷
を
通
し
て
海
馬
さ
れ
、
早
く
よ
り
大
陸
文
化
に
接
し
て
み
た
と
思
は

れ
る
。
金
石
併
用
時
代
の
隆
盛
は
甕
棺
に
伴
ひ
て
出
つ
る
多
く
の
鏡
、
銅
劒
、
銅
鉾
に
就
き
て
冤
る
べ
く
、
や
が
て
多

匿
蟹
晒
5
澱
．
領
、
詫
三
月
h
ピ

ゑ
れ
つ
　
　
も
　
　
ロ
　
ユ
バ
ロ
い
ピ
ロ
た
し

　
　
き
り
　
　
　
　
　
ロ
　
ノ

黙
㍑
～
ぎ
臥
龍
腿
む
野
一
三
、

、
直
わ
瓢
ド
臨
繋

tDDOm

闘四衆

b soo

渠1襟と理際の近附町埼祠1

数
の
古
墳
蝋
管
は
る
、
や
、
或
ひ
は
装
飾
を
有
し
或
ひ
は
石

人
石
馬
等
を
備
ふ
る
も
の
も
あ
り
て
、
文
化
の
程
度
と
大
陸

の
影
響
と
を
物
語
っ
て
み
る
。
借
、
我
が
國
の
農
業
が
、
古

來
水
田
に
よ
る
稻
作
な
る
事
は
、
古
語
拾
逡
、
大
祓
の
詞
に

骨
面
、
溝
埋
．
樋
放
の
類
農
業
の
妨
害
と
な
る
べ
き
行
爲
を

天
津
罪
と
言
へ
る
事
に
よ
ゆ
て
も
明
か
で
、
溝
池
等
の
灌
概

水
供
給
の
施
設
は
、
大
陸
技
術
の
轍
入
に
よ
り
更
に
完
備
す

る
に
至
っ
た
と
思
は
れ
る
。
筑
紫
田
部
が
遠
く
播
磨
の
開
墾

　
　
　
　
　
り

に
從
事
せ
る
事
は
、
郎
ち
彼
等
が
優
れ
π
る
技
術
者
躍
り
し

故
な
る
べ
く
、
又
以
て
既
の
地
域
の
開
襲
が
極
め
て
古
く
よ
り
走
り
し
事
を
想
像
す
る
に
足
る
。
さ
れ
ば
國
造
磐
井
は

薩
に
脚
て
簸
姦
し
・
途
に
畿
長
抗
す
・
程
の
勢
力
を
な
す
を
糞
の
で
あ
ら
う
。
斯
あ
聖
、
馴
化

の
獲
達
早
け
れ
ば
、
人
ロ
の
堰
殖
も
亜
大
な
り
し
な
る
べ
一
、
低
灘
な
る
雫
野
の
開
饗
も
亦
夙
に
匙
．
⇔
に
至
っ
た
筈
で

（　‘12　）



．
か
る
。
や
が
て
國
郡
の
時
代
と
な
り
て
、
野
里
の
制
實
施
せ
ら
る
、
や
、
廣
潤
な
る
写
歴
に
於
て
は
、
最
も
適
切
な
る

地
割
な
れ
ば
、
行
は
れ
易
く
、
叉
長
く
維
持
せ
ら
る
、
事
と
な
っ
た
。
師
ち
観
流
す
る
川
副
江
湖
を
整
理
し
て
井
を
設

け
、
一
は
以
て
灌
概
水
源
と
な
し
、
．
他
は
以
て
潮
汐
の
影
響
を
絶
ち
、
更
に
新
に
多
く
の
溝
渠
を
掘
り
て
條
里
の
斑
鋼

を
定
む
る
と
共
に
、
静
水
を
導
き
て
耕
作
野
寄
に
便
じ
た
と
思
は
れ
る
。
肥
前
風
土
記
に
よ
れ
ば
米
多
の
井
は
金
味
戯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

に
し
て
海
藻
あ
り
と
言
は
れ
て
る
る
。
當
時
は
籐
程
海
食
に
近
か
っ
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
ら
う
。
米
多
、
紳
埼
地
方

，
及
肥
前
避
暑
の
所
在
地
な
り
し
佐
賀
市
北
部
地
域
一
帯
に
見
る
二
酉
南
北
の
縦
横
の
溝
渠
は
、
正
に
條
里
に
從
ひ
て
起

れ
る
も
の
に
し
て
、
其
の
呼
欝
の
精
血
残
れ
る
も
の
少
く
な
い
。
此
の
地
域
は
山
麓
に
近
く
、
灌
概
水
密
易
く
、
花
崩

岩
砂
の
壌
土
に
し
て
ゼ
排
水
良
好
な
れ
ば
、
最
初
に
開
豆
さ
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
溝
渠
の
大
き
さ
は
、
幅
二

三
米
、
深
さ
、
｝
、
二
米
に
し
て
、
一
町
若
く
は
二
町
の
間
隔
を
と
り
て
．
整
然
と
分
布
さ
れ
た
佛
を
写
し
て
み
る
。

　
奈
良
朝
末
よ
り
の
墾
田
の
奨
働
は
、
大
化
改
新
の
土
地
公
有
制
の
破
壊
を
導
く
に
至
っ
た
が
、
開
墾
適
地
廣
か
り
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
3

此
の
李
野
に
は
、
承
和
三
年
神
埼
郡
の
室
閑
地
六
百
九
十
町
を
以
て
、
勅
旨
田
と
せ
ら
れ
し
を
始
め
と
し
て
、
大
小
の

荘
園
田
々
と
し
て
現
は
れ
し
も
の
、
如
く
、
元
慶
年
間
に
至
れ
ば
、
時
の
國
司
を
し
て
、
「
班
給
の
制
は
磨
れ
、
國
頷
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

調
物
歓
少
し
、
戸
口
減
損
し
、
免
課
之
門
、
徒
に
田
疇
有
る
」
の
非
を
訴
へ
し
む
る
有
機
と
な
っ
た
Q
天
慶
四
年
藤
原

藪
下
の
太
宰
府
占
領
、
寛
仁
三
年
の
，
刀
伊
の
入
窟
以
來
、
九
州
の
治
政
盆
よ
弛
み
、
．
府
司
國
司
等
が
土
着
し
て
豪
族

と
な
る
も
の
多
く
、
途
に
鎌
倉
幕
府
の
開
か
る
、
に
至
り
て
新
補
の
地
頭
も
加
は
り
、
叉
多
く
の
寺
励
と
共
に
、
競
ひ

　
　
　
　
筑
後
川
下
流
挙
野
の
漁
獲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
十
七
巻
第
　
號
　
　
四
三

（　一13　）



　
　
　
　
筑
後
川
下
流
挙
野
の
帝
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ナ
七
巻
　
箏
一
説
　
　
　
購
四

て
新
墾
に
務
め
し
も
の
、
如
く
で
あ
る
○
正
慮
五
年
熱
望
…
國
の
公
認
荘
園
に
亙
り
て
用
途
を
分
課
せ
し
、
同
國
一
宮

　
　
　
　
　
　
　
の

簡
素
紳
趾
の
注
進
歌
に
よ
b
て
、
當
時
に
於
け
る
佐
賀
、
紳
埼
、
三
養
基
の
諸
郡
の
羽
数
を
計
算
し
て
、
現
耕
地
面
積

と
比
較
す
れ
ば
、
殆
ん
ど
六
割
に
達
す
る
。
以
て
鎌
倉
末
に
於
け
る
馬
蝉
開

獲
の
高
度
を
知
る
事
が
で
き
る
で
あ
ら
う
。
楮
、
國
郡
時
代
に
於
け
る
李
野

の
開
獲
は
主
と
し
て
、
國
家
の
手
に
よ
り
て
統
一
的
計
書
の
下
に
大
規
模
に

行
は
れ
、
從
っ
て
、
灌
瀧
溝
渠
が
一
定
の
形
式
を
有
し
た
事
は
土
述
の
如
く

で
あ
る
。
然
る
に
荘
園
時
代
に
至
れ
ば
、
村
里
に
割
讃
す
る
諸
小
豪
族
を
中

心
と
し
て
開
拓
が
進
め
ら
れ
た
爲
に
、
規
模
小
に
し
て
叉
各
地
家
立
的
に
行

は
れ
だ
と
思
は
れ
る
。
無
統
一
に
し
て
錯
雑
せ
る
溝
渠
を
有
す
る
卒
野
の
中

央
部
を
以
て
、
我
々
は
當
時
の
開
獲
に
な
る
も
の
と
推
定
す
る
Q
即
ち
、
此

の
地
域
は
概
ね
低
灘
な
れ
ば
、
多
く
の
江
湖
も
慶
上
せ
し
な
る
べ
く
、
島
廻

に
際
し
て
は
、
之
等
既
存
の
水
路
を
其
儘
灌
概
排
水
溝
渠
と
し
て
利
用
す
る

と
共
に
、
又
多
く
の
局
部
的
に
し
て
蓮
台
な
き
溝
渠
を
作
り
加
へ
ら
れ
だ
も

の
で
あ
ら
う
b
而
し
て
、
此
の
地
域
に
登
達
す
る
漿
落
に
は
「
牟
田
」
を
宇
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

す
る
も
の
が
多
く
存
す
る
。
牟
田
と
は
後
世
稻
一
毛
作
の
み
よ
り
な
し
得
ざ
る
堅
田
を
呼
ぶ
名
誉
な
れ
ば
、

tOOOrr
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是
等
の
地
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域
は
、
そ
の
議
事
の
初
期
に
於
て
は
、
正
に
灘
田
な
り
し
な
る
べ
く
、
仁
王
に
登
生
す
ε
に
至
っ
た
聚
落
も
亦
牟
田
と

呼
ば
る
、
に
至
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
斯
く
の
如
く
し
て
、
下
野
内
部
の
開
楼
進
み
、
未
開
地
減
少
せ
る
結
果
、
今
や

是
迄
蕊
荻
の
叢
生
に
委
棄
さ
れ
た
り
し
瀕
海
の
歯
地
が
、
早
く
も
開
墾
の
樹
令
と
な
る
に
至
っ
た
。
正
慮
元
年
否
否
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勢

肥
前
國
高
城
寺
宛
の
寄
進
状
の
一
通
に
は
、
コ
同
國
河
副
荘
米
津
土
居
外
冠
潟
荒
野
一
所
事
し
と
題
さ
れ
、
瀕
海
の
歯
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
賂
與
責
寅
さ
れ
る
債
値
を
有
し
て
み
だ
事
が
明
か
で

］ooomsoeO

岡六第碧§諒の堀～ま臨ま了i「羽ギ毎・霊頻

常
時
に
あ
り
て
は
海
濱
に
し
て
、
米
津
は
名
實
共
に
米
の
積
出
港
な
り
し
と
思
は
れ
る
Q

し
て
、
瀕
海
地
の
開
進
に
當
り
て
は
、
先
づ
之
を
緯
ら
し
て
潮
汐
の
侵
入
を
絶
つ
事
が
必
要
で
あ
る
。
次
に
瀕
海
地
は

極
め
て
低
密
な
る
爲
に
特
に
排
水
の
要
が
あ
る
。
斯
く
て
4
新
開
地
の
外
点
を
劃
す
る
廣
大
な
る
緋
留
用
溝
渠
を
掘
り
、

　
　
　
　
筑
後
揖
下
読
挙
野
の
禅
話
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
第
一
號
　
　
　
四
五

あ
る
。
更
に
其
の
四
至
と
し
て
暴
ぐ
る
所
は
、
次
の
如

く
で
あ
る
。

　
　
墨
東
米
津
並
東
故
事
士
居
　
　
限
南
米
津
土
居

　
　
限
西
南
里
前
道
干
潟
　
　
　
　
限
北
南
里
土
居

　
南
璽
は
佐
賀
市
南
方
の
東
、
酉
．
南
里
に
し
て
、
米

津
は
米
語
津
、
束
故
衙
は
東
古
賀
で
あ
ら
う
。
此
等
の

地
は
、
今
や
海
岸
を
去
る
七
粁
孚
の
所
に
あ
れ
ど
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
居
と
言
ふ
は
堤
防
の
義
に

（　dr）　）



　
　
　
　
筑
後
田
川
下
流
學
野
の
鰯
獲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
L
T
七
轡
　
鱗
一
號
　
　
　
　
鰍
山
ハ

其
の
土
を
利
用
し
て
土
居
を
築
い
た
で
あ
ら
う
事
は
想
像
に
難
く
な
い
。
干
潟
は
一
般
に
海
洋
と
李
諭
し
て
獲
達
す
る

も
の
で
、
そ
の
難
事
も
亦
李
行
的
に
前
進
し
て
行
っ
た
筈
で
あ
る
。
斯
く
て
此
の
地
域
に
於
け
る
灌
概
排
水
溝
渠
は
海

岸
線
の
方
向
と
計
図
を
有
し
、
略
東
西
若
く
は
南
北
の
方
向
を
と
る
密
接
す
る
年
行
水
路
と
、
そ
れ
に
直
交
し
て
連
絡

の
役
を
な
す
間
隔
大
な
る
水
路
と
の
組
み
合
は
さ
れ
し
形
式
を
有
つ
。
佐
賀
、
若
津
、
柳
河
を
結
ぶ
一
線
以
南
の
地
域

～
帯
の
溝
渠
が
、
南
里
、
米
語
津
附
近
の
そ
れ
と
類
似
の
形
朕
を
有
す
る
は
、
叉
そ
の
起
源
の
応
じ
き
事
を
物
語
る
も

の
に
し
て
、
電
線
以
南
は
瀕
海
地
の
開
拓
の
結
果
に
な
れ
る
も
の
と
推
定
す
る
。
一
般
に
畢
野
の
南
方
程
、
山
地
よ
り

の
灌
名
水
の
供
給
困
難
と
な
れ
ば
、
溝
渠
は
漸
次
貯
水
池
的
意
義
を
壇
大
し
て
、
そ
の
規
模
大
と
な
り
、
幅
員
十
米
深

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

度
五
米
以
上
に
及
ぶ
も
の
少
く
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

　
鎌
倉
末
に
於
け
る
開
墾
適
地
の
減
少
も
一
原
因
と
な
う
て
、
元
竃
以
來
経
義
的
に
逼
迫
し
つ
、
あ
り
し
地
頭
等
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嚢
蓮
に
向
へ
る
寺
詣
の
所
有
地
を
鷲
…
食
し
始
め
、
又
互
の
争
奪
と
な
り
、
中
央
に
於
け
る
南
北
朝
の
抗
孚
は
、
西
睡
に

も
波
及
し
語
う
て
、
李
野
は
戦
飢
の
巷
と
化
す
る
に
至
っ
た
。
斯
く
て
李
野
の
農
業
は
多
大
の
妨
害
と
破
壊
を
受
け
た

で
あ
ら
う
。
然
し
此
の
混
餓
時
代
の
後
期
に
至
れ
ば
、
土
豪
等
も
兵
糧
の
獲
得
の
爲
に
農
業
を
保
護
し
、
農
民
宮
ら
も

　
一
。

一
揆
を
な
し
て
不
法
行
爲
に
甥
抗
す
る
も
の
現
れ
し
程
に
し
て
、
李
野
の
農
業
は
破
壊
さ
れ
つ
、
も
、
反
面
に
煮
て
は

維
持
建
設
の
努
力
が
携
は
れ
て
る
だ
と
思
は
れ
る
。
面
し
て
筑
後
川
の
沖
積
作
用
は
、
世
の
治
観
に
拘
ら
す
、
不
断
に

螢
ま
れ
て
干
潟
は
途
次
生
長
し
つ
、
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
開
手
は
こ
の
期
に
於
て
も
行
は
れ
し
も
の
、
如
く
、
北



歴
戦
誌
に
よ
れ
ば
、
墨
黒
時
代
末
に
於
け
る
海
岸
線
は
、
筑
後
川
左
岸
に
あ
り
て
は
榎
津
南
方
の
一
木
よ
り
、
右
岸
は

犬
井
道
、
飯
盛
に
至
）
、
鎌
倉
時
代
末
の
南
里
米
納
光
線
よ
り
進
む
事
三
里
徐
で
あ
る
。
鹿
ノ
江
、
犬
井
撹
間
の
水
田

　
　
　
　
ゾ
モ
リ

に
李
次
郎
箆
、
孫
左
衛
門
籠
等
の
名
望
を
存
す
る
は
、
そ
の
開
登
号
音
者
の
名
に
因
み
し
も
の
で
あ
ら
う
Q
此
の
地
域

　
　
　
　
　
　
　
珊

の
溝
渠
が
特
に
互
大
な
る
は
、
開
拓
が
漸
次
進
む
に
酔
ひ
、
内
部
の
堤
防
は
、
潮
留
の
意
義
を
失
ひ
、
そ
の
高
さ
を
藏

然
に
低
下
す
る
に
至
り
、
爾
岸
に
堀
を
絆
ひ
し
結
果
は
、
岸
崩
れ
て
途
に
堀
中
に
消
滅
す
る
事
と
な
り
、
山
岸
の
堀
が

合
は
さ
れ
て
一
つ
と
な
っ
た
爲
で
あ
る
。
現
時
小
々
森
、
鰭
分
、
吉
村
を
連
ぬ
る
大
溝
渠
中
に
中
島
の
黙
…
々
と
し
て
断

綾
せ
る
は
、
往
時
の
堤
塘
の
名
残
り
で
あ
る
◎
鹿
ノ
麗
な
る
威
徳
寺
の
掌
記
に
よ
れ
ば
、
戦
國
時
代
末
の
佐
賀
城
主
た

り
し
龍
造
寺
隆
信
は
、
此
の
堤
主
上
に
潮
害
無
か
ら
ん
事
を
所
念
し
て
、
七
耐
の
天
満
宮
を
建
立
せ
り
と
言
ふ
。
前
記

諸
村
に
於
け
る
帥
胤
の
位
鐙
は
恰
も
之
に
一
致
し
て
居
る
。

　
李
野
の
開
登
に
於
て
一
時
期
を
劃
せ
る
は
近
燈
の
初
頭
で
あ
る
。
蓋
、
徳
川
幕
府
の
確
立
に
よ
り
て
、
天
下
太
李
に

癒
し
、
も
は
や
侵
略
に
よ
り
て
ば
領
土
嬢
張
の
不
可
能
な
る
に
際
し
、
戦
國
以
來
泰
西
文
化
の
傳
播
に
よ
り
進
歩
せ
ら

れ
た
築
城
土
工
の
技
術
を
慮
用
し
て
、
更
に
未
だ
事
え
ざ
る
勃
々
た
る
覇
氣
を
以
て
、
國
内
の
開
獲
が
行
は
れ
た
の
で

あ
る
。
恰
も
良
し
、
筑
後
に
は
新
進
画
意
の
田
中
義
政
封
ぜ
ら
れ
、
肥
前
に
あ
り
て
は
鍋
島
氏
の
家
老
に
成
蜜
兵
庫
茂

安
あ
b
、
彼
は
日
頃
加
藤
清
正
と
親
交
あ
り
て
共
に
築
城
勲
功
に
從
ひ
し
事
が
多
か
っ
た
Q
斯
く
て
今
や
彼
等
は
相
競

ひ
て
、
「
多
分
の
新
地
を
並
立
て
、
水
面
な
き
榛
に
水
路
を
見
計
り
、
或
ひ
は
蒔
を
計
り
て
水
分
を
定
め
、
或
ひ
は
堤
を

　
　
　
　
筑
後
潤
下
流
挙
野
の
漁
獲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
径
　
第
一
號
　
　
“
四
七

（47）



　
　
　
　
筑
後
川
下
流
亭
野
の
開
獲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
第
一
號
　
　
．
四
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
功

築
き
水
を
湛
へ
、
萬
代
不
易
の
業
を
貸
す
し
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
肥
前
に
於
け
る
川
上
（
嘉
瀬
）
川
と
城
原
町
の
間
の

背
振
山
麓
に
は
、
著
し
き
構
造
谷
無
け
れ
ば
還
流
も
亦
登
達
せ
す
當
時
迄
爾
原
野
措
く
残
存
し
て
み
た
が
、
成
富
茂
安

は
川
上
、
城
原
爾
川
の
將
に
山
地
を
製
し
て
李
野
に
入
ら
ん
と
す
る
地
嵐
に
於
て
、
前
者
よ
り
市
の
江
川
を
後
者
よ
り

横
落
水
遣
を
分
水
し
騙
り
て
蒸
熱
に
便
じ
、
二
町
三
町
宛
百
姓
に
割
付
け
て

開
か
し
め
た
。
今
此
の
地
に
和
泉
野
、
中
野
、
傍
止
野
盗
の
聚
落
起
り
て
．

兵
庫
村
と
醸
せ
ら
る
、
は
彼
の
名
に
因
め
る
も
の
で
あ
る
。
叉
紳
埼
町
東
部

の
田
午
川
に
あ
り
て
は
、
そ
の
上
流
背
振
山
分
水
界
附
近
に
於
て
、
北
斜
面

に
流
入
す
る
黙
水
を
、
山
腹
を
掘
難
し
て
導
き
謀
り
水
源
を
潤
澤
な
ら
し
め

て
み
る
。
筑
後
に
あ
互
て
は
、
本
地
域
の
灌
概
用
水
路
の
幹
線
な
る
山
井
．

　
淘

花
宗
、
太
田
等
の
諸
川
を
矢
部
川
よ
り
分
水
す
る
に
至
り
、
殊
に
太
田
川
水

の
供
給
に
よ
り
干
潟
の
開
拓
大
い
に
起
っ
た
。
河
ロ
村
新
田
よ
り
七
ッ
家
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
均

入
ッ
家
を
経
て
、
濱
武
村
崩
溢
に
至
る
本
土
居
は
田
中
義
政
の
築
く
所
で
、

紅
粉
屋
開
は
元
和
八
年
、
安
本
新
田
は
寛
永
元
年
に
な
っ
て
み
る
。
術
卒
野

各
地
の
河
川
及
び
溝
渠
に
あ
る
樋
管
並
び
に
毒
忌
等
は
、

圖七第壌堰と管樋の尻川宗花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
頃
よ
り
始
め
ら
れ
し
も
の
多
く
、
斯
く
て
、
嵩
置
に
よ

り
て
水
利
の
統
制
を
行
ふ
事
と
な
っ
た
．
爲
に
從
來
各
地
濫
立
し
て
只
天
水
を
溜
む
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
多
く
の
溝
渠

（4S）



は
、
連
絡
さ
れ
て
灌
量
水
の
供
給
を
受
け
得
る
事
と
な
り
、
こ
れ
迄
軍
書
に
よ
り
て
牧
野
不
定
な
り
し
も
の
が
、
　
一
躍

化
し
て
良
田
と
な
り
、
李
野
の
生
産
力
は
大
い
に
増
加
す
る
に
至
っ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

　
灌
瀧
施
設
に
俘
ひ
て
治
水
も
亦
大
い
に
行
は
れ
だ
。
古
來
洪
水
頻
繁
に
し
て
、
準
野
の
生
活
を
脅
す
事
少
か
ら
ざ
り

防堤の安壌富成と川後筑　岡八第

害
は
大
い
に
減
少
せ
ら
れ
、
土
人
今
爾
之
を
徳
と
し
て
、

之
を
始
め
と
し
て
、
筑
後
川
沿
岸
の
築
堤
は
漸
次
行
は
れ
し
も
の
、
如
く
、

洲
の
開
登
に
務
む
る
事
と
な
つ
だ
。
右
岸
の
浮
島
は
、

　
　
　
　
筑
後
川
下
流
挙
野
の
開
興

し
筑
後
川
の
三
流
も
、
今
や
成
富
茂
安
に
よ
り
て
制
御
せ
ら
る
、
事
と
な
つ

だ
。
帥
ち
、
筑
後
川
右
岸
北
部
の
陰
野
八
幡
宮
下
よ
り
、
南
は
獲
麟
に
至
る
延

々
三
里
の
聞
、
敷
三
十
間
、
高
さ
四
間
、
馬
踏
み
二
間
の
大
堤
防
が
、
前
後
十

二
ヶ
年
の
長
年
月
を
経
て
、
寛
永
年
間
に
竣
工
せ
ら
れ
だ
と
傳
へ
ら
る
。
こ
の

画
工
は
、
筑
後
川
が
久
留
米
地
峡
よ
り
、
下
流
李
野
に
入
り
盗
り
て
、
東
西
よ

り
南
西
へ
の
方
向
轄
換
の
位
置
に
當
る
。
洪
水
に
際
し
て
、
西
諺
佐
賀
を
犯
す

水
勢
を
防
ぐ
に
は
、
正
に
急
所
で
あ
っ
て
、
更
に
薮
百
石
の
沃
野
を
捨
て
、
、

遊
水
地
の
設
備
を
な
し
、
堤
防
の
屈
曲
傘
為
現
代
の
水
力
學
に
叶
っ
て
み
る
事

は
、
以
て
塁
壁
の
築
堤
技
術
を
窺
ふ
に
足
る
。
爾
來
三
百
年
、
肥
前
李
野
の
水

　
　
　
　
　
　
　
北
茂
安
、
南
茂
安
の
雨
村
は
彼
に
因
み
て
名
付
け
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肥
筑
爾
賢
相
競
ひ
て
、
浴
岸
灘
地
、
三
角

　
　
　
　
　
　
名
の
如
く
並
置
は
河
中
の
三
角
洲
で
あ
っ
た
が
、
慶
長
十
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
第
一
號
　
　
　
四
九

（49）



　
　
　
　
筑
後
川
下
流
學
野
の
開
脚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巷
　
第
一
號
　
　
　
五
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陶

筑
後
翼
翼
魔
を
占
領
し
、
天
和
三
年
菊
池
一
家
、
移
住
し
て
子
孫
繁
凝
し
て
今
日
に
至
る
。
そ
の
南
方
道
海
島
も
同
じ

く
、
慶
長
十
五
年
筑
後
の
所
轄
と
な
っ
た
。
慶
長
の
肥
前
國
圖
に
蹴
れ
ば
、
之
等
の
島
は
、
そ
の
劉
岸
の
村
名
に
よ
り

て
、
前
者
を
林
慶
島
、
後
者
を
黒
島
と
呼
ん
で
み
る
。
そ
の
後
の
河
道
墾
遷
は
、
こ
の
爾
島
を
完
全
に
右
岸
に
附
着
せ

し
む
る
に
至
っ
た
程
で
あ
る
か
ら
、
肥
前
昆
に
よ
っ
て
開
獲
さ
る
、
が
判
然
で
あ
っ
た
ら
う
と
思
は
れ
る
が
、
斯
く
の

如
く
筑
後
側
の
占
領
に
蹄
し
た
の
で
あ
る
。
之
は
、
・
當
時
筑
後
に
は
田
中
義
政
在
毒
し
、
彼
は
鯛
ヶ
原
の
功
臣
で
あ
り
、

一
方
肥
前
は
嘗
て
西
軍
に
即
せ
し
外
藩
で
あ
り
、
爾
者
の
幕
府
と
の
親
疎
の
間
隔
が
、
肥
前
農
民
を
し
て
、
泣
簸
準
せ

ざ
る
を
得
ざ
ら
し
め
し
爲
で
あ
ら
う
。
河
口
の
大
三
角
洲
は
始
め
二
個
口
島
と
し
て
顯
は
れ
セ
も
の
が
後
に
連
結
せ
ら

れ
て
一
翼
と
な
っ
た
も
の
で
、
蟹
走
の
頃
よ
り
、
北
部
に
筑
後
の
農
民
葦
を
植
ゑ
て
潟
地
の
成
長
を
待
ち
、
寛
永
十
年

に
至
っ
て
新
田
を
築
い
た
と
云
は
れ
る
。
肥
前
民
も
南
の
島
に
糠
っ
て
潟
地
の
埋
立
を
始
め
た
よ
う
で
あ
る
Q
今
や
》

筑
後
に
あ
り
て
は
田
中
氏
除
か
れ
、
立
花
民
再
封
さ
れ
し
時
で
あ
り
、
立
花
氏
は
關
ヶ
漸
騰
後
柳
河
に
籠
り
、
關
束
に

齢
亡
し
た
肥
前
軍
の
蟹
騙
を
受
け
て
開
城
せ
る
事
あ
り
、
爾
藩
の
地
位
逆
と
な
り
し
爲
に
、
肥
前
側
譲
ら
す
、
途
に
北

部
は
大
野
島
と
多
し
て
柳
河
に
南
部
は
大
詫
間
と
欝
し
て
佐
賀
に
属
す
る
事
と
な
つ
だ
Q
斯
く
の
如
き
不
自
然
な
る
境

界
は
二
重
鎖
國
の
封
建
廊
下
に
於
て
超
然
と
維
持
せ
ら
れ
し
結
果
、
今
織
福
岡
佐
賀
爾
縣
堺
を
な
す
○

　
斯
く
て
李
野
は
近
世
初
期
に
於
て
、
殆
ん
ど
除
す
所
な
く
開
曝
し
誌
さ
れ
、
唯
本
地
域
の
東
部
な
る
西
牟
田
村
の
洪

岨
面
地
が
賓
暦
年
聞
に
開
…
墾
さ
れ
し
以
外
は
、
徳
川
時
代
を
通
じ
て
、
農
業
地
域
の
面
々
は
海
…
岸
に
於
け
る
干
潟
の
干

（　」ro　）



拓
地
に
於
て
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
殊
に
、
そ
の
中
期
以
後
、
藩
の
財
政
窮
乏
を
告
ぐ
る
や
、
新
田
開
褒
は
最
も
有
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
均

確
實
な
る
富
源
な
れ
ば
、
佐
賀
藩
の
如
き
は
、
其
の
殖
産
興
業
局
と
も
言
ふ
べ
き
六
府
方
、
之
を
直
篤
し
た
。
六
府
方

搦
の
名
を
傳
へ
る
も
の
は
そ
の
干
拓
に
係
は
る
も
の
で
あ
る
Q
更
に
明
治
新
政
府
に
至
り
て
、
封
建
制
度
琵
解
の
爲
失

職
せ
る
武
士
階
級
を
蹄
関
せ
し
む
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
、
當
局
が
第
一
に
着
手
す
る
に
至
り
し
も
の
も
、
や
は
り
拓
地

開
墾
に
し
て
、
授
産
瀦
鰯
の
名
今
に
存
す
る
は
之
に
基
く
。
之
等
の
新
田
は
後
期
に
な
れ
る
も
の
秤
、
そ
の
規
模
大
に

し
て
、
灌
渦
排
水
の
溝
渠
は
極
め
て
計
書
的
と
な
っ
て
み
る
。

　
之
を
要
す
る
に
．
筑
後
川
下
流
李
野
は
、
其
の
始
、
、
蕊
荻
叢
生
せ
る
廣
漠
た
る
沼
澤
干
潟
の
地
で
あ
っ
た
が
、
山
麓

地
域
よ
り
漸
次
開
拓
進
み
、
遽
に
鎌
倉
末
期
に
及
ん
で
は
撃
墜
野
内
部
の
聖
書
成
り
伝
導
地
方
の
新
田
が
現
は
る
、
に

幾
つ
元
。
而
し
て
近
世
初
期
に
至
り
て
季
野
は
完
全
に
水
田
化
さ
れ
、
そ
の
後
は
干
潟
の
干
拓
を
以
て
今
日
に
及
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
り
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エ

み
る
。
現
時
、
本
地
域
内
佐
賀
縣
側
に
於
け
る
工
事
中
の
も
の
は
五
百
六
十
町
、
見
込
地
は
入
百
町
に
達
し
て
み
る
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
均

實
に
、
本
邦
諸
李
野
の
多
く
は
、
最
早
耕
地
の
籏
張
見
込
僅
少
と
な
り
し
時
に
盛
り
、
右
來
の
開
狡
に
な
る
筑
後
川
下

流
春
野
が
濁
り
，
今
術
開
墾
適
地
贋
大
に
し
て
、
米
作
地
と
し
て
の
重
要
性
を
盆
≧
塘
饗
し
得
る
は
、
写
れ
主
と
し
て
・

筑
後
川
の
沖
積
作
用
に
負
ふ
庭
で
あ
る
Q
本
地
域
の
開
獲
に
有
す
る
筑
後
川
の
意
義
は
、
エ
ヂ
プ
ト
に
於
け
る
ナ
イ
ル

の
そ
れ
に
も
比
肩
し
得
る
で
あ
ら
う
。

　
（
1
）
　
播
磨
風
土
記
　
揖
保
郡
佐
岡
の
條

　
　
　
　
筑
後
川
下
流
亭
野
の
面
識
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
策
一
號
　
　
　
五
一
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筑
後
川
下
流
亭
野
の
開
獲

踊
本
書
記
　
綴
髄
天
皇
二
十
一
年
の
隆
．

肥
前
風
土
記
　
三
根
郡
米
多
郷
の
條

績
日
本
後
記
　
承
和
三
年

三
代
實
録
　
巻
三
十
九

淀
姫
脚
敵
泣
進
兼
考
注
　
歴
史
地
理
四
巻

田
賦
考
　
佐
賀
鍋
島
家
内
薙
所
藏

佐
賀
文
書
纂
　
高
城
静
丈
書

古
事
類
苑
　
地
部
　
筑
後
國
歴
世
古
丈
書

北
肥
職
誌
　
二
入
四
頁

成
富
茂
安
家
譜

画
筑
明
翌
　
七
十
頁
　
筑
後
地
誌
叢
書

…鱗

ｪ
縣
三
潴
郡
凱
沁
　
轟
ハ
ニ
六
頁
以
下

鍋
島
直
正
公
傳
　
第
…
巷
　
八
一
頁

佐
賀
縣
統
計
圖
集
　
昭
和
四
年

土工

n
利
用
及
鋤
囲
墾
轟
鰹
飛
要
鰯
瓦
　
第
山
ハ
次

第
山
ハ
縣
門
滲
r
昭
…

箏
五
圖
滲
照

第
二
岡
滲
照

邨
陶
良
弼
氏

第
十
七
毒
　
第
内
陸

五
．
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